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こ
し
協
力
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３
年
目
。

肉
用
牛
ヘ
ル
パ
ー
組
合
と
共
に
活
動
中
！
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　令和５年第３回定例会は、９月８日から９月26日
までの19日間の会期で開きました。
　町長から提案された令和４年度一般会計、各特別
会計、水道事業会計の決算は、決算審査特別委員会
を設置して審査を行い、全ての会計を認定しました。
（関連記事P. ２～５）
　令和４年度は、新型コロナウイルスの感染拡大や
ウクライナ情勢などの影響により、各方面で物価高

騰の負担を強いられる中、生活者や事業者の負担を
軽減するための支援策が講じられました。なかでも、
全世帯への給付金支給やプレミアム付き商品券は家
計支援へとつながりました。また、町制施行90周年
を祝う各種事業が盛大に行われました。
　なお、一般質問には８人の議員が登壇し質問しま
した。（関連記事ｐ.12 ～ 20）

生活を守る施策を評価

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

町税の内訳
区　分 金　額

町民税 2億2566万円

個人 1億9657万円

法人 2908万円

固定資産税 5億4321万円
志布志石油
備蓄基地分 2億7543万円

軽自動車税 3164万円

種別割 3038万円

環境性能割 125万円

町たばこ税 4973万円

　

主
な
理
由
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
が
５
億
３
９
２
１
万
円
増
で
す
。

ま
た
、
志
布
志
石
油
備
蓄
基
地
に
か

か
る
固
定
資
産
税
（
国
有
資
産
等
交

付
金
）
は
、約
２
５
８
万
円
減
と
な
っ

て
い
て
、
償
却
資
産
評
価
額
の
減
に

よ
り
、
年
々
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
以
下
で
あ
れ

ば
、
東
串
良
町
の
財
政
が
良
好
な
状

態
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道

事
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

※�

数
値
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合
は
、

「
－
」
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

財
政
は
引
き
続
き
良
好

町税
８億5025万円
（11.2％）

自　　 　 　
　主  　 　

　財　 
   源

　　（44.4％）
依　　 　 　
存   　　 　
財    　　 
 源   　

　　（55.6％）

繰入金
３億6300万円
（4.8％）

寄附金
17億1482万円
（22.6％）

地方交付税
21億1557万円
（27.9％）

町債
４億9106万円
（6.5％）

県支出金
５億6132万円
（7.4％）

国庫支出金
８億4113万円
（11.0％）

地方消費税等
２億538万円
（2.7％）

分担金・使用料等
４億3862万円
（5.8％）

ふるさと
納税など

歳  入
75億

8119万円

自治体の規模や人口に応じて
国から交付される

町の
借入金

自
主
財
源
対
前
年
度
比

約
８
億
６
８
１
１
万
円
増

ピックアップピックアップ

健全化判断比率の区分
（一言で表すと）

早期健全化
基準

令和
４年度

①�実質赤字比率�
（一般会計の赤字度） 15.0％ －

（良好）
②�連結実質赤字比率
（全会計の赤字度） 20.0％ －

（良好）
③�実質公債費比率�
（借金割合） 25.0％ 7.8％

（良好）
④�将来負担比率�
（財政圧迫度） 350.0％ －

（良好）

民生費
15億2503万円
（20.7％）

総務費
12億8105万円
（17.3％）

農林水産業費
５億4192万円
（7.3％） 土木費

２億5950万円
（3.51％）

公債費
（借入の返済）
６億402万円
（8.2％）

消防費
３億5918万円
（4.9％）

衛生費
３億9695万円
（5.4％）

その他
19億5362万円
（26.5％）

歳  出
73億

8437万円

町道整備、
橋梁補修、

特公賃住宅改修

防災施設建設、
防火水槽設置

池之原小学校のり面整備、
幼稚園補修

産地パワーアップ事業、
ほ場整備

新型コロナウイルス
ワクチン接種、
子ども医療費助成

町制
90周年記念、
第４次えがお
支援給付金など

子育て世帯・
非課税世帯へ
臨時特別給付金

など
プレミアム付き
商品券発行、

ふるさと納税寄附者
への返礼品など

教育費
４億6308万円
（6.3％）
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地域経済と令和４年度令和４年度
決算認定決算認定

　
令
和
４
年
度
末
現
在
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
合
計
で
す
。

▼
地
方
債（
借
入
金
）

　
57
億
１
８
２
３
万
円

▼
基
金（
貯
金
）

　
47
億　
８
２
９
万
円

町
の
借
入
金
と
貯
金

令和４年度特別会計歳入歳出決算状況 ※１万円未満を切捨てています

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険特別会計 11億8840万円 11億4175万円
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 10億　384万円 9億5033万円
介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 694万円 346万円
後期高齢者医療特別会計 1億　978万円 1億　912万円
合　　　　　計 23億　899万円 22億　468万円
前年度決算額との比較 3.4%増 8.6%増

令和４年度水道事業会計決算状況
※１万円未満を切捨てています

水道事業会計の経営成績
※１万円未満を切捨てています

収入決算額 支出決算額
収益的 1億 871万円 1億 848万円
資本的 0円 1億 647万円

総収益 9798万円
総費用 1億431万円
純損失 632万円

中学校トイレ改修工事
2385万円

東串良之郷購入事業　463万円 ＮＨＫのど自慢関連経費　783万円

厳しい経営・
赤字と

なっている。

民生費
15億2503万円
（20.7％）

総務費
12億8105万円
（17.3％）

農林水産業費
５億4192万円
（7.3％） 土木費

２億5950万円
（3.51％）

公債費
（借入の返済）
６億402万円
（8.2％）

消防費
３億5918万円
（4.9％）

衛生費
３億9695万円
（5.4％）

その他
19億5362万円
（26.5％）

歳  出
73億

8437万円

町道整備、
橋梁補修、

特公賃住宅改修

防災施設建設、
防火水槽設置

池之原小学校のり面整備、
幼稚園補修

産地パワーアップ事業、
ほ場整備

新型コロナウイルス
ワクチン接種、
子ども医療費助成

町制
90周年記念、
第４次えがお
支援給付金など

子育て世帯・
非課税世帯へ
臨時特別給付金

など
プレミアム付き
商品券発行、

ふるさと納税寄附者
への返礼品など

教育費
４億6308万円
（6.3％）

記念誌印刷製本代　208万円
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決算審査の報告決算審査の報告決算審査の報告決算審査の報告
― 決算審査特別委員会 ―― 決算審査特別委員会 ―― 決算審査特別委員会 ―― 決算審査特別委員会 ―
●�

財
源
を
見
出
し
な
が
ら
各
種
事
業
が

効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

●�
消
防
組
合
市
町
負
担
金
は
議
会
と
執

行
部
が
連
携
し
取
り
組
ん
だ
結
果
、
構

成
市
町
と
の
協
議
が
進
み
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

●�

町
単
独
事
業
に
よ
る
課
税
世
帯
へ
の

給
付
金
に
よ
り
、
物
価
高
騰
に
対
す

る
家
計
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●�

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
主
財
源
の
確
保

と
地
域
産
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
新
設
し
、
地
域
で
活
用
で
き
る

受
け
皿
の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

●�

町
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業
に
お
い

て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
や
記
念
式
典・

祝
賀
会
、
記
念
誌
の
発
行
等
、
町
民

の
記
憶
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
の
工
夫
が

図
ら
れ
て
い
る
。

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
率
向
上
が
図
ら
れ
て

い
る
。

●�

納
付
手
段
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
。

●�

町
税
等
の
徴
収
率
が
全
体
的
に
上
が

り
、
ま
た
、
滞
納
処
分
の
手
続
き
も

取
ら
れ
て
い
る
。

●�

国
民
健
康
保
険
で
は
、
レ
セ
プ
ト
点

検
の
効
果
が
出
て
い
る
。

●�
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

介
護
予
防
事
業
の
こ
ろ
ば
ん
体
操
や

ひ
ら
め
き
体
操
、
認
知
症
総
合
支
援

の
認
知
症
カ
フ
ェ
が
実
施
さ
れ
、
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
活
動
が
図

ら
れ
て
い
る
。

●�

町
単
独
事
業
の
農
林
漁
業
振
興
支
援
補

助
金
に
よ
り
、
農
業
者
等
の
施
設
整
備

や
機
械
導
入
の
支
援
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●�

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

捕
獲
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
実
績
を

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

●�

農
道
や
生
活
道
路
な
ど
の
陳
情
箇
所

は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
整

備
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●�

い
じ
め
の
認
知
件
数
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
早
期
に
原
因
を
発
見
す
る
こ

と
に
よ
り
い
じ
め
の
対
応
対
策
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

●�

小
中
学
校
の
施
設
整
備
は
利
用
し
や

す
い
工
夫
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●�

学
校
給
食
の
食
材
調
達
は
、
町
内
産
、

県
内
産
を
積
極
的
に
活
用
し
、
食
育

活
動
も
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
歳
入・

歳
出
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
町
制
施
行
90
周
年
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
記
念
式
典
や
の
ど
自
慢

等
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
な
ど
の
町
内
の
観
光
資

源
を
、
最
大
限
活
か
し
た
活
用
を
図
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
評
価

  

観
光
資
源
の
活
用
を
提
案

評
価
す
る
意
見（
予
算
執
行
・
事
業
効
果
）
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町
当
局
に
　
　
項
目
の
施
策
を
提
案

❶�

本
町
の
安
定
し
た
行
財
政
運

営
の
た
め
に
、
今
後
と
も
地
方

交
付
税
や
国
有
資
産
等
所
在
市

町
村
交
付
金
、
石
油
貯
蔵
施
設

立
地
対
策
等
交
付
金
等
の
制
度

維
持
を
引
き
続
き
政
府
に
強
く

求
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
石
油

貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
化
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
全
国
石
油
備

蓄
協
議
会
等
で
の
積
極
的
な
要

望
活
動
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❷�

耐
用
年
数
30
年
を
経
過
し
て

い
る
志
布
志
石
油
備
蓄
基

地
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の

対
策
な
ど
、
国
へ
の
積
極
的
な

働
き
か
け
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❸�

再
任
用
職
員
の
人
事
配
置

は
、
今
後
と
も
職
員
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資

質
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
適
材

適
所
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

❹�

徴
収
の
専
門
員
を
配
置
し
、

徴
収
の
強
化
を
図
る
た
め
に
も

滞
納
処
分
を
積
極
的
に
す
す
め
、

不
納
欠
損
の
縮
減
を
図
り
、
税

の
公
平
性
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❺�
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
、
町

の
観
光
資
源
を
最
大
限
に
活

用
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

❻�

関
東
、
関
西
東
く
し
ら
会

へ
の
金
銭
的
・
人
的
支
援
を
継

続
さ
れ
た
い
。

❼�

町
営
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
対
す

る
施
策
や
柏
原
地
区
振
興
対
策

な
ど
を
は
じ
め
、
町
の
施
設
を

建
設
す
る
時
は
、
計
画
・
立
案

に
も
住
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め

ら
れ
た
い
。

❽�

農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、
水

土
里
サ
ー
ク
ル
事
業
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に

継
続
的
に
努
め
ら
れ
た
い
。
特

に
、
川
東
南
部
と
松
林
周
辺
の

耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
強
化
さ

れ
た
い
。

❾�

農
業
公
社
を
設
置
し
て
、

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
体

制
を
確
立
し
、
新
規
就
農
者
や

農
業
後
継
者
の
育
成
に
努
め
ら

れ
た
い
。

��

児
童
生
徒
の
個
性
を
伸
ば

す
指
導
を
工
夫
し
な
が
ら
、
学

力
・
体
力
向
上
に
つ
い
て
、
継

続
的
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

��

総
合
的
な
学
習
の
時
間

や
文
化
祭
な
ど
で
、
芸
術
活
動

を
行
っ
て
い
る
町
出
身
者
や
町

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の
活
用
を

図
ら
れ
た
い
。

��

耕
作
地
内
へ
の
空
き
缶
空
き
瓶

の
不
法
投
棄
を
撲
滅
さ
せ

る
方
策
を
図
ら
れ
た
い
。

��

松
林
内
の
マ
ツ
ケ
ム
シ

対
策
は
、
引
き
続
き
適
期
に

防
除
を
行
う
よ
う
対
策
強
化
を

図
ら
れ
た
い
。

��

町
民
の
文
化
的
・
ス
ポ
ー
ツ
的

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
事
業
団
体

へ
の
支
援
を
充
実
さ
れ
た
い
。マツケムシ対策に地上散布を実施マツケムシ対策に地上散布を実施

マツケムシマツケムシ

次回の東くしら会も同様の支援を次回の東くしら会も同様の支援を
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予算額

6000万円

９９月議会月議会
予算等予算等

水
害
排
水
用
対
策

ハ
イ
ド
ロ
ポ
ン
プ
一
式
を
購
入

負
担
付
き
寄
附
の 

受
入
決
め
る

　
寄
附
の
条
件
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

●�

金　
額　
１
０
０
万
円

●�

寄
附
者　
松
留　
謙
一
氏

●�

寄
附
の
条
件

①�

町
内
の
小
中
学
校
の
図
書
室
の

図
書
購
入
費
と
す
る
こ
と
。

②�

内
訳
と
し
て
、
柏
原
小
学
校

30
万
円
、
池
之
原
小
学
校
30
万

円
、
東
串
良
中
学
校
40
万
円
と

す
る
こ
と
。

③�

①
と
②
の
寄
附
の
目
的
以
外
へ

の
寄
附
金
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

寄
附
金
を
返
還
す
る
こ
と
。

　
　
寄
附
金
の
申
し
出
が
あ
っ
た

時
、
受
け
入
れ
を
判
断
す
る
た
め

の
条
件
が
あ
る
か
。

　
　
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、

町
長
の
判
断
。
今
回
の
寄
附
は
、

負
担
付
き
寄
附
で
あ
っ
た
た
め
議

会
の
議
決
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
　
今
回
の
寄
附
者
は
、
裁
判
を

２
回
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
２
回

の
裁
判
に
か
か
っ
た
弁
護
士
費
用

や
賠
償
金
等
の
全
部
の
金
額
は
。

　
　
着
手
金
や
弁
護
士
費
用
、
賠

償
金
等
を
含
め
、
６
２
２
万
円
程

度
支
出
し
た
。

　
　
寄
附
者
は
今
回
の
裁
判
で

勝
っ
た
か
ら
寄
附
し
た
の
か
。

　
　
分
か
ら
な
い
が
、
寄
附
条
件

に
あ
る
と
お
り
、
有
効
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
に
対

し
て
多
様
な
学
習
機
会

の
確
保
の
た
め
の
経
済

的
支
援
制
度
の
確
立
を

求
め
る
意
見
書
否
決

提
出
者　
小
川
香
織
議
員

　
　
塾
に
通
う
人
た
ち
を
含
め
た

支
援
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

　
　
提
出
さ
れ
た
陳
情
に
は
、
塾

と
い
う
文
言
は
な
か
っ
た
た
め
、

入
れ
て
い
な
い
。

質
疑

問答問答

問答質
疑

問答【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

議
会
だ
よ
り
東
く
し
ら
第

１
５
８
号
（
令
和
５
年
８
月

10
日
発
行
）
の
、
３
、６
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
農
業
委
員
の
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
木き

佐さ

貫ぬ
き　
孝こ
う
一い
ち
氏

（
正
）
木き

佐さ

貫ぬ
き　

一か
ず
孝た
か
氏

予算額

550万円

池
之
原
小
学
校
内
の

フ
ェ
ン
ス
を
２
ｍ
へ

　
正
門
近
く
の
フ
ェ
ン
ス
を
高
さ

２
ｍ
の
も
の
に
か
え
ま
す
。
樹
木

の
伐
採
が
進
み
、
安
全
面
に
配
慮

し
た
対
策
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

印
鑑
証
明
の
発
行
が
可

　

従
来
の
印
鑑
登
録
証
の
添
付

の
ほ
か
、
本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
証
明
書

を
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 現在のフェンスは、大人の腰上くらいの高さ現在のフェンスは、大人の腰上くらいの高さ

　
現
在
、
柏
原
と
唐
仁
に
水
中
ポ

ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
既
存
の
水
中
ポ
ン
プ
の
重

量
は
４
㎥
の
も
の
で
も
２
５
０
㎏

あ
り
、
容
易
に
は
動
か
せ
ま
せ
ん
。

今
回
導
入
予
定
の
水
中
ポ
ン
プ
は

90
㎏
で
人
力
で
の
移
動
が
で
き
、

設
置
、
回
収
も
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
給
水
、
排
水
は
も
ち
ろ

ん
消
火
機
能
を
持
ち
、
送
水
距
離

１
㎞
と
、
火
災
現
場
な
ど
様
々
な

場
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 　

　
　
　

 　
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
シ
ス
テ

ム
60
ユ
ニ
ッ
ト
（
油
圧
ホ
ー
ス
30
ｍ
、

油
圧
駆
動
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
搭

載
）、
ユ
ニ
ッ
ト
積
載
車
（
車
両
総

重
量
５
ｔ
未
満
）、
フ
ラ
ッ
ト
ポ
ン

プ
（
大
容
量
用
、毎
分
15
㎥
）、レ
ギ
ュ

ラ
ー
ポ
ン
プ
（
遠
距
離
用
、
毎
分
４

㎥
）、
二
又
分
岐
金
具
、
多
岐
分
岐

金
具
（
最
大
５
つ
の
ホ
ー
ス
装
着
可
）

　
　

ポ
ン
プ
は
ご
み
が
詰
ま
る

と
、
能
力
が
発
揮
で
き
な
い
。

最
大
限
に
能
力
が
発
揮
で
き
る

よ
う
な
使
用
方
法
を
。

　
　

今
回
の
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
シ

ス
テ
ム
の
フ
ラ
ッ
ド
ポ
ン
プ
は
、

給
水
口
に
約
４
セ
ン
チ
角
の
金

網
が
張
っ
て
あ
る
。
異
物
等
の

侵
入
を
防
ぎ
、
石
や
木
片
な
ど

を
間
違
っ
て
吸
い
込
ん
だ
場
合

は
、
ポ
ン
プ
の
中
で
砕
い
て
水

と
一
緒
に
排
出
さ
れ
る
。

　
仮
に
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
等
が
、

そ
の
金
網
を
塞
い
だ
と
き
は
、
容

易
に
ビ
ニ
ー
ル
、
マ
ル
チ
を
回
収

し
、即
座
に
排
水
の
再
開
が
で
き
る
。

導
入
機
器

質
疑

問答

水中ポンプ水中ポンプハイドロサブシステムハイドロサブシステム
60ユニット本体60ユニット本体
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（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）

件　　名

賛否の意思表示

議決結果上　
池

小　
川

児　
玉

瀨
戸
山

牧　
原

西　
園

前　
田

上　
園

宮　
地

田
之
畑

臨
時
会

（
ｐ
．21
）

専決処分 一般会計（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

補正予算 一般会計（第５号） ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

９
月
議
会
（ 
ｐ
．２
～
６ 

）

人　　事 固定資産評価審査委員会委員の選任（竹之内広臣氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

条　　例

東串良町職員旅費支給条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  一般職員と特別職（町長、議員等）の出張に係る費用の均衡を図るため、日当や宿泊費等を
見直しました。

東串良町印鑑条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 原案可決

東串良町子ども・子育て会議条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  子ども・子育て支援法の改正に基づき、関連条文を見直しました。

令和 5 年度
補正予算

一般会計（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

一般会計（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

国民健康保険特別会計（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

後期高齢者医療特別会計（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

令和 4 年度
決　　算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

その他

鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方
公共団体の名称の変更及び同組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

 解説  同組合を組織する団体の名称が変更したため、規約を見直すことを決めました。

負担付きの寄附の受納 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

債権の放棄
（奨学金債権及び連帯保証債権　181,000円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

 解説  奨学金の滞納者が所在不明となり債権の消滅時効期間が経過し、かつ、連帯保証人は死亡
していることから回収できる見込みがないため債権の放棄を決めました。

議員提出議案 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保
のための経済的支援制度の確立を求める意見書 × ○ × ○ × × × × ○ - 否　　決

議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。

表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。

※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

臨時会・９月議会
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

～
岡
山
県
奈
義
町
へ
視
察
～
（
令
和
５
年
８
月
１
日
）

町
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
策

――　調査報告　――　
本
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
の
現
状
等
を
調
査
し
た
後
、

岡
山
県
奈
義
町
の
若
者
が
定
住
し
、

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
町
ぐ

る
み
の
子
育
て
支
援
策
を
調
査
し

ま
し
た
。

１
．
調
査
の
概
要

⑴�

少
子
化
対
策
は
最
大
の
高
齢
者

福
祉

　
若
者
や
子
育
て
世
代
が
減
少
す

る
と
、
今
あ
る
商
店
や
ス
ー
パ
ー
、

病
院
、
交
通
機
関
な
ど
生
活
に
必

要
な
施
設
や
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
困
難
と
な
る
た
め
、
住
民

み
ん
な
で
町
の
未
来
を
考
え
話
し

合
っ
て
い
る
。

⑵
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言

　
平
成
24
年
４
月
１
日
に
「
奈
義

町
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
発
表
。

⑶�

経
済
的
支
援
（
奈
義
町
単
独
事

業
か
ら
一
部
抜
粋
）

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
交
付
事
業

　
生
徒
１
人
当
た
り
年
額
24
万
円

を
在
学
中
の
３
年
間
支
給
。

不
妊
治
療
助
成
事
業

　
県
の
助
成
を
引
い
た
額
の
１／２�

以
内
で
年
20
万
円
を
限
度
に
通
算

５
年
間
ま
で
。

不
育
治
療
助
成
事
業

　
１
年
間
の
治
療
費
等
で
30
万
円

を
限
度
に
通
算
５
年
間
ま
で
。

ひ
と
り
親
福
祉
年
金
交
付
事
業

　
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を�

育
て
る
ひ
と
り
親
に
年
額
５
万
４�

０
０
０
円
を
支
給
。
第
２
子
以
降

は
１
人
２
万
７
０
０
０
円
加
算
。

在
宅
育
児
支
援
金
交
付
事
業

　

在
宅
育
児
す
る
保
護
者
に
、�

該
当
児
（
満
７
か
月
～
満
４
歳
に�

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
末
ま�

で
）
１
人
当
た
り
月
１
万
５
０
０�

０
円
を
支
給
。

⑷
住
む
場
所
の
提
供

　

賃
貸
住
宅
81
戸
は
満
室
の
た
め
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
に
助
成
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
分
譲
地
87
区

画
も
分
譲
済
の
た
め
、
民
間
分
譲

地
整
備
に
助
成
を
し
て
い
る
。

⑸
働
く
仕
事
の
提
供

　
平
成
４
年
に
完
成
し
た
企
業
誘

致
の
区
画
に
は
、
16
社
が
立
地
し
、�

約
８
０
０
人
が
就
労
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
で
も

就
労
で
き
る
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ

事
業
」
と
い
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
若
年
層
向
け
の
よ
う
な

仕
組
み
が
あ
る
。

⑹�

町
民
同
士
で
支
え
あ
う
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
制
度

　

奈
義
町
で
は
、「
な
ぎ
チ
ャ
イ

ル
ド
ホ
ー
ム
」
が
核
（
み
ん
な
の

場
所
）
と
な
り
、
多
様
な
地
域
の

人
が
関
わ
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

子
育
て
の
悩
み
や
喜
び
が
共
有
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の

「
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム
」
に

は
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
常

駐
し
、
子
育
て
世
代
が
気
軽
に
通

え
る
施
設
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い

て
、
次
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
活

動
が
あ
る
。

自
主
保
育 
た
け
の
子

　
保
護
者
と
保
育
ス
タ
ッ
フ
が
協

力
し
て
運
営
す
る
自
主
的
な
保
育

活
動
。

一
時
預
か
り 

す
ま
い
る

　
「
病
院
に
行
く
間
、
下
の
子
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
」「
買
い
物
に

行
く
間
だ
け
子
ど
も
を
見
て
い
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
一
時
的
に
子
ど

も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
時
に
、
子

育
て
援
助
会
員
に
依
頼
で
き
る
制

度
。

農
業
マ
マ 

楽
ベ
ジ

　

子
育
て
中
の
方
や
地
域
の

方
々
の
食
卓
に
、
地
元
の
旬
の
野

菜
を
ひ
と
手
間
加
え
て
届
け
る
。

つ
ど
い
の
広
場 

ち
ゅ
く
し
ん
ぼ

　
誰
で
も
い
つ
で
も
来
ら
れ
る
場

所
。
子
ど
も
と
大
人
の
世
代
を
超

え
た
出
会
い
の
場
。

子
ど
も
の
第
三
の
居
場
所

　
小
中
学
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
。
異
年
齢
で
放
課

後
を
過
ご
す
み
ん
な
の
居
場
所
。

２
．
意　

見

　
東
串
良
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
お
け
る
本
町
の
支

援
施
策
の
現
状
等
を
調
査
し
た

が
、
当
該
事
業
計
画
の
中
に
は
、

本
町
で
実
施
し
て
い
な
い
事
業
も

あ
る
。
住
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

場
合
、
有
効
な
施
策
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
声
を
拾

い
上
げ
る
工
夫
を
施
し
、
時
世
に

あ
っ
た
支
援
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ほ
し
い
。

　
岡
山
県
奈
義
町
で
は
、
子
育
て

支
援
施
設
「
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド�

ホ
ー
ム
」
の
ソ
フ
ト
面
の
取
組
が

功
を
奏
し
て
い
る
。
特
に
、
高
齢

者
が
子
育
て
に
参
加
す
る
シ
ス

テ
ム
は
保
護
者
の
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
に

と
っ
て
も
子
ど
も
や
保
護
者
と

の
交
流
で
元
気
を
も
ら
い
双
方

に
と
っ
て
利
点
の
多
い
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
計
画
さ
れ
る
複
合
施
設
に
は

誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
子
育

て
支
援
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、「
交
流
・
相
談
・
イ
ベ
ン
ト
」

を
通
し
て
町
ぐ
る
み
で
子
育
て
を

支
援
し
、
産
み
育
て
や
す
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
、
多
様
化
社
会
に
お
け

る
子
育
て
支
援
対
策
や
少
子
高
齢

化
対
策
な
ど
を
女
性
の
目
線
で
総

合
的
に
検
討
す
る
「
総
合
福
祉
女

性
会
議
」
の
設
置
を
提
言
す
る
。

廊下には、おさがりを50円ほどで販売

8Ｒ５.11.10 発行（No.159）



教
育
産
業
常
任
委
員
会

～
岡
山
市
お
お
も
り
農
園
へ
視
察
～（
令
和
５
年
８
月
２
日
）

農
福
連
携
の
取
組
み

――　調査報告　――　

本
町
の
農
業
の
担
い
手
の
現
状

等
に
つ
い
て
、
調
査
し
た
後
、
農

福
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
株

式
会
社　

お
お
も
り
農
園
」
へ
視

察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
調
査
の
概
要

▼
農
福
連
携
の
始
ま
り

　
平
成
14
年
に
、
夫
婦
２
名
で
い

ち
ご
農
園
を
始
め
た
。
人
手
が
足

り
ず
、
施
設
外
就
労
の
話
が
き
っ

か
け
で
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
た
。

　
農
業
か
ら
の
農
福
連
携
に
は
次

の
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

１
．
農
業
者
の
直
接
雇
用　

２
．
福
祉
事
業
所
へ
の
作
業
委
託

３
．�

自
ら
が
障
が
い
者
事
業
所
を

立
ち
上
げ
て
の
作
業
委
託

　
作
業
委
託
を
お
願
い
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
と
作
業
を
共
に
行
う

中
で
、
お
お
も
り
農
園
の
大
森
さ

ん
は
、
支
援
が
あ
れ
ば
収
入
を
見

込
ん
だ
働
き
方
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
精
神
障
が
い
を
持

た
れ
て
い
る
方
の
支
援
を
中
心
に

自
身
で
障
が
い
施
設
の
立
ち
上
げ

を
行
っ
た
。（
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
）

▼
働
き
や
す
い
環
境
構
築

　
実
際
の
作
業
で
は
利
用
者
の
適

性
を
考
慮
し
た
勤
務
と
な
る
よ
う
、

作
業
の
分
析
と
適
性
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
た
。
こ
の
分
析
に
よ
り
、
困

難
な
作
業
が
わ
か
り
、
本
人
の
適

性
に
応
じ
た
作
業
の
割
り
当
て
が

で
き
、
作
業
効
率
の
向
上
や
不
安

要
素
の
減
少
が
図
れ
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
た
。
現
場
で
は
、
至
る
所

に
障
が
い
が
あ
る
方
が
働
き
や
す

い
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
音
声
判
定
機

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
並
べ
方
な
ど
を
写
真

で
展
示
す
る
な
ど
、
視
覚
で
の
工

夫
も
行
わ
れ
て
い
た
。

▼
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得

　
大
森
さ
ん
は
、
作
業
効
率
が
向

上
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
従
業
員

へ
の
作
業
指
導
も
行
え
、
業
務
拡

大
に
つ
な
が
る
と
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
続
け
て
人
材
不
足
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
で
後
継
者
育
成
に
つ

な
が
る
と
も
説
明
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
取
組
と
実
績
か
ら
、
お
お

も
り
農
園
で
は
農
福
連
携
に
よ
っ

て
生
産
さ
れ
た
商
品
の
農
林
規
格

で
あ
る
「
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
」
の

認
証
を
岡
山
県
で
初
め
て
取
得
し

た
。
こ
の
認
証
取
得
は
、
販
路
拡

大
や
雇
用
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
向
上

心
に
も
つ
な
が
っ
た
。

▼
大
森
さ
ん
の
思
い

　
最
後
に
、
大
森
さ
ん
は
持
続
可

能
な
農
業
と
福
祉
と
の
連
携
は
将

来
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
障
が
い
の
特
性
に
よ
り
働
き
方

の
違
い
に
注
目
し
た
作
業
分
担
や

障
が
い
の
種
類
と
特
性
を
考
え
、

作
業
分
析
ス
コ
ア
に
て
適
性
を
確

認
す
る
な
ど
、
地
域
の
主
要
産
業

で
あ
る
農
業
を
活
性
化
し
持
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
性
を
取

り
入
れ
た
農
業
の
あ
り
方
が
必
要

で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

２
．
提　

言

●�

多
様
性
を
鑑
み
た
持
続
可
能
な

農
業
の
存
続
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

働
き
手
の
可
能
性
を
見
出
し
、

雇
用
の
創
出
を
支
援
す
る
こ
と
。

●�

町
内
の
事
業
所
と
農
業
の
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
を
行
い
、
担
い
手

の
確
保
、
事
業
継
承
、
事
業
の

拡
大
を
図
る
た
め
町
と
し
て
も

介
入
す
る
こ
と
。

●�

支
援
事
業
所
の
立
ち
上
げ
促
進

を
図
る
こ
と
。

●�

町
内
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
対

す
る
雇
用
対
策
を
検
討
す
る
こ

と
。

●�

農
業
だ
け
で
な
く
人
手
不
足
は

現
在
の
課
題
で
あ
る
が
、
障
が

い
者
を
農
業
に
ど
れ
だ
け
、
ど

の
作
業
に
で
き
る
か
検
討
す
る

こ
と
。

誰でも理解しやすい工夫が施されている

サイズに合わせた音声判定機システム

9 東くしら町議会だより



議会のユーチューブ配信始めました！

◀�ホームページ�
二次元コード

●�閲覧できる期間は、およそ１年です。

●閲覧方法について、２パターンお知らせします。東串良町議会チャンネル名

その①
右の二次元コードから
東串良町ホームページの
「一般質問の録画配信」の
ページへアクセスする

▼
質問議員の「外部リンク」を

クリックする。

その②

「YouTubeで開く」を
タップする。

二次元コードにかざす

スマートフォンのカメラを起動

本誌13～20ページ掲載の
各議員の二次元コードから

アクセスする

▼

▼

▼

　

真
夏
の
８
月
22
日（
火
）か
ら
23
日

（
水
）の
２
日
間
、
大
隅
総
合
開
発
期
成

会
の
中
央
要
望
に
参
加
し
た
。
今
回
は

期
成
会
会
長
の
鹿
屋
市
長
を
始
め
、
鹿

屋
市
・
志
布
志
市
・
曽
於
市
・
垂
水
市
・

南
大
隅
町
・
東
串
良
町
の
首
長
・
議
長

に
よ
る
「
大
隅
地
域
の
振
興
に
関
す
る

29
項
目
」
の
要
望
活
動
で
あ
っ
た
。

　
宮
原
町
長
、
総
務
課
長
と
共
に
22
日

早
朝
の
便
で
上
京
し
た
後
、
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
に
直
行
し
て
森
山
代
議
士

を
表
敬
訪
問
し
た
。
今
回
の
中
央
要
望

は
、
森
山
代
議
士
に
全
て
の
関
係
省
庁

へ
の
手
配
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

午
後
定
刻
に
各
首
長
と
議
長
が
参
集

し
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
地
下
の
第
６

会
議
室
で
の
農
林
水
産
省
及
び
国
土
交

通
省
と
の
テ
ー
ブ
ル
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
農
林
水
産
省
に
対
す
る
要
望
は
、

１
．�

肥
料
及
び
燃
油
等
農
業
生
産
資
材

の
価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て

２
．�

農
地
集
積
・
集
約
化
及
び
大
区
画

化
の
促
進
に
つ
い
て

３
．�

畜
産
振
興
対
策
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

４
．�

水
田
の
高
度
利
用
に
伴
う
取
水
施

設
等
の
整
備
・
更
新
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て
、
鹿
屋
市
長
が

項
目
ご
と
に
要
望
の
趣
旨
説
明
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
農
水

省
か
ら
は
実
務
を
担
う
関
係
課
長

ら
が
真
摯
に
応
答
し
た
。

　
次
に
、
国
土
交
通
省
と
の
テ
ー
ブ
ル

協
議
で
は
、

１
．�

東
九
州
自
動
車
道
を
は
じ
め
と
す

る
高
規
格
道
路
及
び
域
内
主
要
道

路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

２
．�

錦
江
湾
横
断
道
路
の
早
期
事
業
化

に
つ
い
て

３
．�

志
布
志
港
の
重
点
的
な
整
備
推
進

に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　
国
交
省
に
於
い
て
も
関
係
課
長
な
ど

か
ら
現
状
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
丁
寧

に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
農
水
省
及
び
国
交
省
へ
の
要

望
活
動
は
、
テ
ー
ブ
ル
協
議
方
式
で

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
要
望
事
項
へ
の

双
方
の
意
見
交
換
が
図
ら
れ
意
義
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
夕
刻
に
は
、
森
山
代
議
士
も
出
席

さ
れ
た
地
元
国
会
議
員
及
び
大
隅
領

事
と
の
懇
談
会
が
催
さ
れ
大
隅
地
域

の
振
興
に
関
す
る
要
望
事
項
の
実
現

を
期
し
て
意
見
交
換
し
た
。

　

翌
23
日
は
、
午
前
中
に
国
土
交
通

省
へ
の
要
望
書
の
持
ち
回
り
で
あ
っ
た
。

　
は
じ
め
に
森
山
代
議
士
の
同
席
に

よ
る
廣
瀬
水
管
理
・
国
土
保
全
局
長

と
の
面
談
に
よ
る
要
望
を
行
い
、
次

に
小
笠
原
次
長
へ
の
要
望
を
行
う
と

共
に
中
野
大
臣
官
房
審
議
官
、
森
本

河
川
計
画
課
長
、
奥
田
治
水
課
長
に

要
望
書
の
持
ち
回
り
活
動
を
行
っ
た
。

　
こ
の
時
期
は
、
国
の
概
算
要
求
に

併
せ
て
全
国
各
地
か
ら
陳
情
団
が
上

京
し
て
、
霞
が
関
は
各
省
庁
周
り
の

団
体
が
競
合
す
る
風
物
詩
で
あ
る
。

　
地
域
課
題
の
要
望
実
現
と
予
算
獲

得
の
為
に
国
に
対
し
て
平
身
低
頭
し

て
陳
情
す
る
在
り
様
は
、
日
本
の
中

央
集
権
国
家
を
実
感
す
る
も
の
で
あ

り
、
よ
り
有
力
な
政
治
家
を
育
て
活

用
す
る
こ
と
が
、
要
望
実
現
や
予
算

獲
得
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

大
隅
総
合
開
発
期
成
会

要
望
活
動
に
参
加
し
て文

　
田
之
畑
　
稔
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志布志国家石油備蓄基地の

津波・護岸維持・災害対策
への対応を質問

　護岸を主体とした構造物は津波
を想定して設計されていますか。

●�設計時には津波ではなく、港湾の施設の技術

上の基準（昭和54、55年）に基づき、有義波高

の高潮を想定して設計されています。（代表

例：東護岸　有義波高６．９ｍ）

●�その後、南海トラフ地震が発生した場合を想

定し、平成26年度に基地内既設護岸の安定性

調査（耐力照査※１、※２）を行い、鹿児島

県地域防災計画にて想定されている津波に対

して既存の護岸は安全性を保つことが確認さ

れています。

※１．津波の波圧に対する上部工の性能照査

※２．引き波時の護岸の安定性の照査

議会質問

その１

志布志石油備蓄（株）

　最近、多発する自然災害から、「想

定外」という概念は排除されようと

しています。

　考えられるのに十分すぎる災害想定を議論し、

いままで申し上げた構造物の老朽化、欠陥、盲

点に対処する事業、支援を国に積極的に働きか

けるべきだと考えます。その意向を尋ねます。

●�基地の安全性、健全性において必要と思われ

る対策は既に対応しています。

●�災害対策基本法に基づき国においては中央防

災会議にて防災基本計画を、県においては県

防災会議にて地域防災計画を策定し「想定外」

を含む災害を想定し、災害予防、災害応急対

策、及び災害復旧等の対応に備えています。

●�資源機構としても、国や県の動向を常時確

認し、地震・津波想定などの情報更新時には、

適宜新たな想定での基地の安全性・対応事項

を検証していきます。

議会質問

その3

志布志石油備蓄（株）

　独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構及び

志布志石油備蓄㈱から令和５年10月開催の住民説明

会に先立って、議会に対し基地操業等に係る質問の

依頼がありました。議会は、防災・減災特別委員会に

おいて、基地操業等に係る質問を８つ、意見を１つ集

約し提出しました。

　先般、志布志石油備蓄㈱から議会の質問に対して

回答書が届きましたので、安全操業に係る内容を一

部お伝えします。

　護岸構造物の耐用年数は30年。 
工事開始から30年経過した。こ
の重要ファクターをどのように考え
ていますか。

●�護岸構造物の耐用年数（参考１、２）は、一

般的に30〜50年と言われていますが、環境や

維持管理方法などで大きく変わるものです。

●�当基地は、建設時以来、護岸の健全性を確保

するため、国土交通省の「海岸保全施設維持

管理マニュアル」等（参考３、４）」に倣
なら

い「土

地保全業務」として護岸の検査や部分補修な

どを継続して行ってきています。

●�建設時より、保全を行っているおかげで、護

岸の機能を損なうような損傷はなく、維持管

理できています。

●�今後もマニュアルに基づき保全を継続してい

きます。

（参考１）国土交通省資料 土工の耐用年数について

（參考２）�（国税庁）主な減価償却資産の耐用年数表（減

価償却年数の根拠用）

（參考３）�海岸保全施設維持管理マニュアル�

Ｒ２.６月 農林水産省（農村振興局防災課・

水産庁防災漁村課）、国土交通省（水管理・

国土保全局海岸室、港湾局海岸・防災課）

（参考４）�港湾の施設の点検診断ガイドライン�

Ｒ３.３月　国土交通省港湾局

議会質問

その2

志布志石油備蓄（株）
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町
政
を
問
う

一 般 質 問
一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般に�
わたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁を�
あわせて１人 60分以内となっています。

上園　ミキ（16ページ）
⃝�少子高齢化対策の考えは
⃝�高齢者と子育て世代が�
集える場所を　他

小川　香織（15ページ）
⃝�ハラスメント対策の取組み
⃝�フリースクール利用への�
支援は　他

前田　隆（20ページ）
⃝�公約の実現度は
⃝�優秀な人材確保のため、�
給与等の処遇改善を

宮地　利雄（19ページ）
⃝�学校給食費は全額助成に�
なるか
⃝�給食業務の委託等は�
何か考えているか　他

児玉　勇治（14ページ）
⃝�複合施設の賛否を問うのか
⃝�街灯の維持費等の補助を

瀨戸山　譲一（13ページ）
⃝�全国学力テスト後の対策は
⃝�給食センター新設の�
コンセプトは　他

上池　勝彦（18ページ）
⃝�子牛価格が低迷し影響を�
受ける畜産農家への対策は
⃝�空き家店舗等の活用に対する�
支援助成制度の確立を

西園　貞美（17ページ）
⃝�物産館の運営をシルバー人材
センターに委託する考えは

※�掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、東串良町議会広報広聴常任委員会
が編集したものです。
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Ｑ．
Ａ．授業を理解できたかの見届けを図る

全国学力テスト後の対策は

　
　
　
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
本

町
は
思
わ
し
く
な
い
結
果
で
あ
っ

た
。
そ
の
要
因
と
対
策
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
授
業
に
お
け
る
教
師
の

見
届
け
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
児
童
生
徒
が
授
業

を
理
解
で
き
た
か
、
見
届
け
る
こ

と
を
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　
教
師
の
長
期
休
暇
、
退

職
者
が
多
い
と
聞
く
。
本
町
の
状

況
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
本
町
も
例
外
で
は
な
い
。

教
師
に
声
か
け
、
傾
聴
、
さ
り
げ

な
い
支
援
な
ど
教
育
に
対
し
て
や

り
が
い
を
感
じ
、
心
の
健
康
を
保

ち
な
が
ら
業
務
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

�

給
食
セ
ン
タ
ー
新
設
の�

コ
ン
セ
プ
ト
は

　
　

�

安
全
で
安
心
な�

学
校
給
食
の
提
供

　
　
　
　
か
な
り
の
残
食
が
あ
る

と
聞
く
。
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
今
、
食
事
時
間
を
延
長

す
る
こ
と
で
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
新
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
何
か
。

　
　
　
　
長
期
的
な
利
用
を
見
据

え
て
、
新
し
い
土
地
に
改
築
し
、

安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供

に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
学
校
給
食
法
に
定
め
ら

れ
た
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
へ

の
対
応
及
び
効
率
的
な
運
営
の
た

め
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
推
進
し
た
い
。

　
　

�

円
滑
な
行
政
運
営
に
情
報

共
有
が
必
要

　
　

�

要
求
さ
れ
た
資
料
は
個

人
情
報
等
を
除
き
、
全

て
対
応
し
て
い
る

　
　
　
　
議
会
か
ら
の
報
告
物
は

ほ
と
ん
ど
執
行
部
に
届
か
ず
、
執

行
部
か
ら
は
国
や
県
か
ら
の
情
報

は
開
示
さ
れ
な
い
。
円
滑
な
行
政

を
執
り
行
う
に
は
、
情
報
共
有
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
情
報
共
有
は
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
本
会
議
に
お
い
て
、

お
諮
り
し
て
い
る
の
で
、
議
員
の

言
う
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
議
会
よ
り
提
出
を
求
め
ら

れ
た
資
料
等
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
な
ど
を
除
き
、
全
て
対
応
し

て
い
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

あ
る
わ
け
で
要
請
が
あ
れ
ば
、国・

県
の
情
報
を
公
表
す
る
の
に
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
の
で
、
お
申
し
付

け
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

�

ア
イ
デ
ア
プ
レ
ゼ
ン
に

参
加
し
た
中
高
校
生
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
は

　
　

�

事
業
は
完
結
し
た
が�

縁
は
消
え
て
い
な
い

　
　
　
　
４
年
前
、
東
京
の
中
高

生
３
人
に
町
活
性
化
の
指
針
、
提

言
を
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　
　
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

の
一
番
の
目
的
は
、
本
町
の
知
名

度
向
上
と
関
係
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
実

施
し
た
委
託
業
務
の
事
業
で
あ
り
、

そ
の
年
度
を
も
っ
て
完
結
し
た
。

　
し
か
し
、
東
串
良
町
と
生
徒
さ

ん
方
と
の
縁
は
消
え
て
い
な
い
。

1
人
の
方
は
、
鹿
児
島
旅
行
中
に

町
長
室
に
訪
れ
て
く
れ
た
。
親
御

さ
ん
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話

し
た
。

　
　

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

４
ヶ
月
で
辞
め
た
理
由
は

　
　

�

一
身
上
の
都
合
で
、�

本
人
の
意
向

　
　
　
　
３
月
に
来
て
く
れ
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
４
ヶ
月
で
辞

め
た
。
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
一
身
上
の
都
合
、
本
人

の
意
向
で
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

瀨
戸
山

教
育
長

瀨
戸
山

教
育
長

瀨
戸
山

教
育
長

瀨
戸
山

町 

長
教
育
長

瀨
戸
山

町 

長

総
務
課
長

瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

町 

長

瀨瀨
せせ
戸戸
とと
山山
やまやま
    譲譲
じょうじょう
一一
いちいち
 議員 議員瀨

せ
戸
と
山
やま
  譲
じょう
一
いち
 議員

YouTubeYouTube
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Ｑ．
Ａ．住民アンケートを実施するが、賛否は問わない

複合施設の
賛否を問うのか

児児
ここ
玉玉
だまだま
　　勇勇
ゆうゆう
治治
じじ
 議員 議員

　
　
　
　
複
合
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
、
町
民
に
対
し
、
賛
否
を
問

う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
現
在
、
基
本
構
想
、
基

本
計
画
づ
く
り
に
向
け
た
複
合
施

設
建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。
こ
の
検
討
委
員
会
の
中

で
、
町
内
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
検
討

す
る
予
定
で
あ
る
。
11
月
開
催
予

定
の
検
討
委
員
会
に
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
内
容
を
協
議
し
た
上
で
最

終
決
定
と
な
る
。
し
か
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、
複
合
施
設
の
設
置

に
対
す
る
賛
否
は
盛
り
込
ま
な
い
。

　
　
　
　
複
合
施
設
の
建
設
に
対

し
て
基
金
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
補
助
金
を
活
用
す
る

の
か
。

　
　
　
　
令
和
５
年
５
月
末
時
点

で
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
に

８
億
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
積
み
立

て
て
い
る
。

　
複
合
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の

総
事
業
費
が
30
億
円
の
場
合
、
２

分
の
１
の
国
庫
補
助
金
の
条
件
を

満
た
し
、
採
択
さ
れ
た
時
の
補
助

金
額
は
15
億
円
で
あ
る
。
交
付
税

措
置
さ
れ
る
過
疎
債
を
７
億
円
起

債
し
た
場
合
、
交
付
税
措
置
額
が

５
億
円
程
度
と
な
り
、
残
り
の

10
億
円
程
度
が
町
の
支
出
と
な
る
。

　
　
　
　
建
設
に
か
か
る
費
用
は

町
の
負
担
だ
け
で
は
な
く
、
補
助

金
等
も
活
用
す
る
こ
と
を
町
民
に

も
、
広
報
紙
等
を
通
じ
て
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。

　
こ
の
施
設
に
対
す
る
位
置
づ
け

と
、
活
用
方
法
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　
複
合
施
設
の
場
所
、
機

能
、
役
割
、
規
模
等
に
つ
い
て
広

く
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
複
数
の
公
共
施
設
の
機
能
や
、

災
害
時
の
避
難
施
設
と
し
て
の
機

能
も
兼
ね
備
え
た
本
町
に
ふ
さ
わ

し
い
複
合
施
設
の
建
設
実
現
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　�
街
灯
の�

維
持
費
等
の
補
助
を

　
　�

現
在
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　
　
以
前
は
１
５
０
基
あ
っ

た
商
店
街
の
街
灯
が
今
は
も
う
80

基
し
か
な
い
。
こ
の
街
灯
を
有
効

活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
各
振
興
会
で
の
設
置
、

電
気
料
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
。
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
街
灯

児 

玉
町 

長
児 

玉
町 

長

児 

玉
町 

長
児 

玉
町 

長

は
商
工
会
と
振
興
会
で
協
議
の
上
、

そ
の
ま
ま
利
用
し
、
電
気
料
等
は

振
興
会
が
負
担
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り

危
険
な
場
合
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

設
置
し
た
商
工
会
等
で
撤
去
し
た

方
が
よ
い
。

　
　
　
　
町
か
ら
振
興
会
へ
の
補

助
金
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
現
在
、
振
興
会
に
対
す

る
補
助
金
は
、
１
振
興
会
当
た
り

基
礎
額
５
０
０
０
円
、
１
世
帯
当

た
り
３
０
０
０
円
交
付
し
て
い
る
。

　
　
　
　
振
興
会
に
あ
る
商
工
会

の
街
灯
は
、
保
険
料
４
０
０
０
円
、

管
理
費
３
０
０
０
円
で
、
維
持
費

は
年
間
７
０
０
０
円
必
要
で
あ
る
。

一
度
街
灯
を
撤
去
す
る
と
、
再
生

は
難
し
い
。
商
工
会
で
は
振
興
会

に
「
振
興
会
が
電
気
代
を
払
え
ば

街
灯
を
残
す
」
と
回
答
し
た
が
、

振
興
会
が
拒
否
し
た
経
緯
が
あ
る
。

振
興
会
へ
、
維
持
費
と
電
気
料
金

と
し
て
、
別
に
補
助
金
ア
ッ
プ
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
振
興
会
に
対
す
る
補
助

金
の
１
世
帯
当
た
り
２
５
０
０
円

の
交
付
金
を
５
０
０
円
増
額
し
、

３
０
０
０
円
に
し
た
た
め
、
こ
れ

以
上
の
増
額
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
せ
っ
か
く
設
置
さ
れ
て

い
る
街
灯
で
あ
る
。
商
工
会
と
執

行
部
で
連
絡
を
密
に
し
、
現
在
あ

る
80
基
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
す
る
。

児 

玉
町 

長
児 

玉

町 

長
児 

玉

YouTubeYouTube
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働
き
や
す
い
職
場
の
環

境
づ
く
り
で
は
、
行
政
ト
ッ
プ
や

管
理
職
を
含
め
様
々
な
配
慮
と※
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
づ
ら
い
仕

組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
町
の
考
え
と
今
後
の
取

組
み
、
ま
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
な
ど
の
制
定
に
つ
い
て
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
許

さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
職
場
環
境
づ
く
り
は
重
要

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規

程
」
を
制
定
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
に
つ
い
て
は
、
職
員
へ
定

期
的
に
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
私
自
身
、
朝
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
と
、
皆
さ
ん
大
き
な
声
で
返

し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
、
職

員
の
皆
さ
ん
に
声
を
出
し
な
さ
い

と
言
っ
て
い
る
。

　
　

�

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル�

利
用
へ
の
支
援
は

　
　

�

個
別
の
経
済
的
支
援
は

考
え
て
い
な
い

　
　
　
　
多
様
な
学
び
の
場
と
し

て
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
自
宅
以
外
の
場
所
で
家

族
以
外
の
人
と
つ
な
が
れ
る
環
境

は
社
会
と
の
大
事
な
接
点
と
な
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用
す
る
の

は
一
つ
の
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利

用
す
る
児
童
生
徒
へ
の
助
成
や
支

援
等
は
。

　
　
　
　
現
時
点
で
は
児
童
生
徒

に
対
す
る
個
別
の
経
済
的
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
、
国
や
県
、
近
隣
市
町
の

動
向
も
踏
ま
え
た
上
で
検
討
の
必

要
性
を
判
断
し
た
い
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
と

も
教
育
の
根
幹
と
も
言
え
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

　
　

�

イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
へ

の
優
待
は
な
い
か

　
　

�

予
算
化
し
て
い
な
い

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を

活
用
し
、
町
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
助
成
、
支
援
等
が
行
え
な
い
か
。

　
　
　
　
予
算
の
財
源
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
を
充
当
す
る
こ

と
は
計
上
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
段

階
に
お
い
て
答
弁
す
る
こ
と
は
差

し
控
え
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活

用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
議
員
の
気

持
ち
は
理
解
で
き
る
。
意
見
と
し

て
た
ま
わ
る
。

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
制
限
を
受

け
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
本
町
で

は
、
の
ど
自
慢
の
開
催
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
設
立
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に

本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
体
験
宿

泊
や
の
ど
自
慢
と
い
う
貴
重
な
イ

ベ
ン
ト
に
優
先
的
に
参
加
し
て
も

ら
う
と
か
、
今
度
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
を
優
先

的
に
招
待
す
る
な
ど
と
い
っ
た
考

え
は
難
し
い
か
。

　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
、
ま
ず

は
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中

し
た
い
と
思
う
。
来
年
度
に
向
け

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
、

予
算
を
提
案
し
、
議
員
の
理
解
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

小 

川
町 
長

　

�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？

　
い
や
が
る
行
為
全
般
。

小 

川
教
育
長

小 

川
教
育
長

小 

川

町 

長
小 

川
企
画
課
長

小小
おお
川川
がわがわ
    香香
かか
織織
おりおり
 議員 議員

Ｑ．
Ａ．規程を定め、�周知している

ハラスメント対策の 
取組み

YouTubeYouTube

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
町

の
予
算
は
使
わ
れ
て
い
な
い
か
。

　
　
　
　
　
当
然
委
託
し
て
い
る

の
で
、
今
回
補
正
予
算
で
上
げ
て

い
る
内
容
を
盛
り
込
み
予
算
は
組

ん
で
い
る
。

　
　
　
　
町
の
財
源
を
使
う
の
で

あ
れ
ば
、
町
民
に
対
す
る
優
待
企

画
を
、
計
画
の
段
階
で
考
え
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
11
月
３
日
、
４
日
が

開
催
日
で
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
の

予
算
は
、
今
回
補
正
予
算
で
計
上

し
た
も
の
で
、
も
し
可
決
い
た
だ

け
れ
ば
そ
れ
が
全
て
で
あ
る
。 

当
初
で
計
画
し
て
お
か
な
い
と
い

け
な
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
こ
と

だ
が
、
い
ろ
い
ろ
と
財
源
的
な
問

題
も
あ
り
、
一
応
可
能
な
範
囲
内

で
や
っ
て
い
る
。
町
民
の
子
ど
も

た
ち
が
使
え
る
支
援
と
い
う
の
は
、

ま
た
次
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て

は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小 

川
企
画
課
長

小 

川
企
画
課
長
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Ｑ．
Ａ．少子化の改善が必要

少子高齢化対策の考えは

　
　
　
　
少
子
高
齢
化
対
策
及
び

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
、
町

長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
　

少
子
高
齢
化
は
、
日
本

全
体
で
起
き
て
い
る
深
刻
な
社
会

問
題
だ
が
、
ま
ず
は
、
少
子
化
の

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

本
町
の
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
ら
れ
る
環
境
の
実
現
に
向
け
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
東

串
良
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
。
施
策
や
子
育
て
・
高
齢
者
支

援
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
子
育
て
支
援
施
策
】

●
児
童
手
当
な
ど
の
直
接
給
付

●
妊
娠
、
出
産
支
援

●
母
子
保
健

●
地
域
の
子
育
て
支
援

●
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ

●�

令
和
５
年
12
月
か
ら
新
た
に
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
産
前
・

産
後
の
期
間
の
保
険
料
免
除
措

置
の
実
施
を
予
定

【
町
独
自
の
子
育
て
支
援
】

●
す
こ
や
か
支
援
事
業

●�

赤
ち
ゃ
ん
子
育
て
世
帯
応
援
事
業

●
子
ど
も
医
療
費
助
成

●�

保
育
所
利
用
料
半
額
助
成
、�

無
料
化

●
副
食
費
免
除
な
ど　

【
町
独
自
の
高
齢
者
支
援
】

●
敬
老
年
金
給
付
事
業

●
紙
お
む
つ
給
付
事
業

●
高
齢
者
訪
問
給
食
事
業

●
各
種
健
診
事
業

●
こ
ろ
ば
ん
体
操

●
栄
養
教
室
な
ど

　
　

�

高
齢
者
と
子
育
て
世
代

が
集
え
る
場
所
を

　
　

�

複
合
施
設
の
計
画
に
反

映
さ
れ
る
と
考
え
る

　
　
　
　

他
町
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
内
容
だ
が
、
本
町
独
自
の
事

業
も
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
問
題
は
、
お
金
だ

け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
思
う
。
ま
ず
は
、
高
齢
者
と
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

が
集
え
る
場
所
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

町
は
複
合
施
設
建
設
に
向
け
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
動
き
始

め
た
。
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

検
討
委
員
会
に
、
親
子
が
集
え
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
な
い
か
投

げ
か
け
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

複
合
施
設
の
一
角
に
、

子
育
て
中
の
親
子
が
集
え
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
も
必
ず
や
基
本
構
想
、
基
本

計
画
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
う
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　

私
た
ち
は
、
す
ぐ
に
結

果
を
求
め
る
。
し
か
し
、
視
察
に

行
っ
た
岡
山
県
奈
義
町
は
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
結
果
が
出
た

の
は
20
年
後
で
あ
る
。
高
齢
者
も

一
緒
に
な
っ
て
子
育
て
・
支
援
す

る
仕
組
み
づ
く
り
、
場
所
づ
く
り

を
長
い
期
間
を
か
け
て
作
り
上
げ

て
い
く
。
そ
う
い
う
環
境
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
り
、

子
ど
も
を
育
て
る
と
き
に
、
我
が

町
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
る

も
の
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

　
　

�

体
育
館
周
辺
に
い
つ
で
も

使
え
る
ト
イ
レ
設
置
を

　
　

�

現
在
、
ト
イ
レ
の
設
置
場

所
の
選
定
を
含
め
検
討
中

　
　
　
　

体
育
館
敷
地
周
辺
に
体

育
館
利
用
者
が
気
兼
ね
な
く
、
い

つ
で
も
自
由
に
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

町
で
は
、
体
育
館
や
運

動
場
の
利
用
者
が
使
い
や
す
い
ト

イ
レ
の
設
置
場
所
の
選
定
を
含
め
、

現
在
検
討
し
て
い
る
。

上 

園
町 

長

上 

園

町 

長
上 

園

上 

園
町 

長

上上
うえうえ
園園
ぞのぞの
　ミキ 議員　ミキ 議員

YouTubeYouTube

体育館周辺トイレを24時間開放してほしい体育館周辺トイレを24時間開放してほしい
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Ｑ．
Ａ．指定管理者は公募で選定を行う

物産館の運営をシルバー人材
センターに委託する考えは

　
　
　
　
物
産
館
の
運
営
に
つ
い

て
、
物
産
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
何

年
に
な
る
か
。

　
　
　
　

平
成
16
年
４
月
の
開
業

で
、
本
年
４
月
を
も
っ
て
丸
19
年

が
経
過
し
て
い
る
。

　
　
　
　

物
産
館
に
指
定
管
理
者

委
託
料
と
い
う
名
目
で
、
毎
年

１
９
０
万
円
支
払
わ
れ
て
い
る
。

19
年
前
か
ら
今
ま
で
３
６
１
０
万

円
支
払
わ
れ
て
い
る
。
物
産
館
の

運
営
が
順
調
な
ら
、
こ
れ
は
い
ら

な
い
委
託
料
で
あ
る
。
町
長
は
、

こ
の
金
額
に
対
し
、
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　

議
員
の
言
う
と
お
り
、

私
も
頭
を
ち
ょ
っ
と
悩
ま
せ
て
い

る
。
行
く
た
び
に
閑
古
鳥
が
鳴
い

て
い
る
よ
う
な
状
況
。
物
産
館
は

開
業
以
来
、
一
貫
し
て
東
串
良
町

物
産
館
出
荷
協
議
会
に
運
営
を
お

願
い
し
て
い
た
。
客
数
、
売
上
げ

共
に
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
出
荷
協
議
会
の
収
支
の

悪
化
に
伴
い
、
館
長
を
雇
用
で
き

な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
経
営

が
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　
　

物
産
館
で
は
、
現
状
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、
冬
場
に
は
、

温
か
い
も
の
を
売
る
と
か
、
夏
場

に
は
冷
た
い
も
の
を
売
る
と
か
、

客
を
寄
せ
る
努
力
を
し
た
ら
ど
う

か
と
思
う
。
定
期
的
に
、
販
促
会

議
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

物
産
館
の
役
員

会
で
月
１
回
定
例
会
を
開
催
し
、

そ
の
中
で
協
議
を
し
て
い
る
。
毎

月
の
売
上
げ
に
つ
い
て
は
、
町
に

報
告
義
務
が
あ
る
た
め
、
報
告
を

受
け
て
い
る
。

　
　
　
　

物
産
館
で
は
、
品
物
が

売
れ
な
い
か
ら
、
今
農
協
が
つ

く
っ
て
い
る
ど
っ
菜
市
場
に
持
っ

て
い
く
ん
だ
と
い
う
話
が
あ
る
。

物
産
館
で
品
が
売
れ
れ
ば
、
物
産

館
の
ほ
う
が
利
用
さ
れ
る
と
思
う
。

な
ぜ
客
が
少
な
い
の
か
、
な
ぜ
売

れ
な
い
の
か
、
出
荷
協
議
会
と
協

議
を
し
、
も
っ
と
活
気
の
あ
る
物

産
館
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
今

後
の
物
産
館
に
対
す
る
考
え
を
尋

ね
る
。

　
　
　
　

来
年
３
月
に
期
限
を
迎

え
る
指
定
管
理
者
は
、
公
募
に
よ

り
民
間
事
業
者
か
ら
事
業
提
案
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
選
択
肢
の
中

か
ら
候
補
者
の
選
定
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

先
般
、
７
月
９
日
の
南

日
本
新
聞
に
、伊
佐
市
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
直
売
所
で
頑

張
っ
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
っ

た
。
我
が
町
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
た
ら
ど
う
か
と

思
う
。
目
鼻
先
を
変
え
て
、
客
を

寄
せ
る
対
策
を
十
分
に
取
っ
て
ほ

し
い
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
す
る
気
持
ち
は
な
い
か
。

　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
含
め
、
公
募
し
、
プ
レ
ゼ

ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
や
る
気
を

出
さ
せ
る
形
で
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

町
民
の
生
産
者
の
た
め

に
も
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、

客
を
寄
せ
る
よ
う
な
Ａ
コ
ー
プ
と

か
ミ
ネ
サ
キ
が
心
配
す
る
く
ら
い

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

西 

園
町 

長
西 

園
町 

長
西 

園

農
林
水
産
課
長

西 

園
町 

長

西 

園
町 

長
西 

園

活気ある物産館にしてほしい活気ある物産館にしてほしい

西西
にしにし
園園
ぞのぞの
    貞貞
さださだ
美美
みみ
 議員 議員

YouTubeYouTube

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

【東串良町HP】
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子
牛
平
均
価
格
に
つ
い

て
、
価
格
の
下
落
幅
と
そ
の
要
因

を
尋
ね
る
。

　
　
　
　

子
牛
平
均
価
格
だ
が
、

４
年
度
は
、
郡
平
均
が
55
万
４
８�

９
円
。
５
年
度
は
、
８
月
競
り
市

ま
で
の
郡
平
均
が
48
万
８
０
０
０

円
と
値
下
げ
幅
が
大
き
く
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
、
円
安
に
よ

る
燃
油
や
肥
料
、
飼
料
等
、
生
産

資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
肥
育

農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
た
た
め
で

は
な
い
か
と
み
て
い
る
。

　
　
　
　

子
牛
価
格
の
低
迷
の
長

期
化
は
、
本
町
の
畜
産
農
家
の
経

営
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
が
、

町
長
の
所
見
と
対
策
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　

肉
用
牛
農
家
数
は
現
在

１
０
５
戸
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
70

歳
以
上
が
60
戸
で
、
後
継
者
が
い

な
い
農
家
が
７
割
以
上
で
あ
る
。

今
後
、
生
産
資
材
等
の
高
騰
や
子

牛
価
格
の
低
迷
が
長
引
け
ば
、
農

家
数
減
少
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か

る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

　
一
方
、
繁
殖
雌
牛
の
飼
養
頭
数

は
、
10
年
前
の
約
２
１
６
０
頭
に

対
し
、
４
年
度
は
、
約
２
５
０
０

頭
と
増
加
し
て
い
る
。
今
後
、
飼

養
頭
数
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

　
経
営
の
一
助
に
な
れ
ば
と
昨
年
、

一
次
産
業
資
材
等
支
援
事
業
に
努

め
た
。

　
国
の
支
援
で
は
４
月
～
６
月
期�

で
、飼
料
の
高
騰
に
対
し
、１
ｔ
当�

た
り
７
０
５
０
円
支
給
が
あ
っ
た
。�

ま
た
、
令
和
５
年
中
に
販
売
さ
れ�

る
子
牛
を
対
象
に
、
60
万
円
を
下�

回
っ
た
場
合
、
１
頭
当
た
り
１
万�

５
０
０
０
円
支
給
さ
れ
る
。
本
町�

に
は
、
３
８
３
頭
に
５
７
４
万
５�

０
０
０
円
の
補
填
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

昨
年
当
初
か
ら
現
在
ま

で
の
飼
料
や
肥
料
な
ど
の
価
格
上

昇
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

飼
料
価
格
は
、
１
ｔ
当

た
り
１
万
３
６
５
０
円
の
値
上
げ

で
あ
る
。
子
牛
が
生
ま
れ
競
り
市

に
出
荷
す
る
ま
で
の
飼
料
費
の
上

昇
幅
を
算
出
し
た
ら
、
１
頭
当
た

り
約
１
万
２
０
０
０
円
の
値
上
げ

で
あ
っ
た
。
肥
料
価
格
は
、
基
準

と
な
る
高
度
化
成
で
１
袋
当
た
り

１
１
５
６
円
の
値
上
げ
で
あ
る
。

　
　
　
　

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
加
入
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
　
　

８
月
30
日
時
点
で
、
本

町
肉
用
牛
農
家
15
戸
の
生
産
者
が

Ｊ
Ａ
に
申
請
し
、
割
合
で
約
14
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

強
制
で
は
な
い
に
し
て

も
、
競
り
市
の
名
簿
に
イ
ン
ボ
イ

ス
事
業
者
か
ど
う
か
が
表
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
免
税
事
業
者
の

牛
が
安
く
買
わ
れ
る
こ
と
が
十
分

に
懸
念
さ
れ
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
で
き
れ

ば
と
思
う
。

　
町
か
ら
畜
産
農
家
の
火
を
絶
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
今
後
の
畜
産
業

に
対
す
る
町
長
の
思
い
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　

私
も
長
年
畜
産
業
を
な

り
わ
い
と
し
て
き
た
。
そ
の
経
験

上
、
苦
難
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
い

つ
か
き
っ
と
良
き
日
は
必
ず
来
る

と
確
信
し
て
い
る
。
今
が
踏
ん
張

り
ど
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

�

空
き
店
舗
等
の
活
用
に

対
す
る
支
援
助
成
制
度

の
確
立
を

　
　

�

先
進
事
例
を
参
考
に
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い

　
　
　
　

商
店
街
の
空
き
家
や
空

き
店
舗
等
を
活
用
し
た
事
業
を
展

開
し
よ
う
と
す
る
方
へ
の
支
援
助

成
制
度
を
早
急
に
整
備
し
、
豊
栄

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　

支
援
助
成
に
関
す
る
補

助
金
は
、
今
後
、
先
進
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

豊
栄
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な
人

材
の
確
保
が
早
道
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

専
門
的
な
人
材
の
登
用

に
は
慎
重
を
期
す
必
要
も
あ
る
。

雇
用
の
受
け
皿
な
ど
、
ま
ず
は

様
々
な
視
点
か
ら
研
究
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

豊
栄
商
店
街
の
明
る
い
未
来
の
た

め
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

上 

池
町 

長
上 

池
町 

長

上 

池
町 

長
上 

池
町 

長

上 

池
町 

長
上 

池

町 

長
上 

池
町 

長

活性化を図るため専門的な人材の確保を活性化を図るため専門的な人材の確保を

Ｑ．
Ａ．国も飼料高騰、子牛価格に対し支援している

子牛価格が低迷し影響を
受ける畜産農家への対策は
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今
年
の
６
月
議
会
で
学

校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
全
額
助

成
へ
の
方
向
で
検
討
し
た
い
と
い

う
答
弁
で
あ
っ
た
。
こ
の
全
体
像

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
６
月
議
会
に
お
い
て
、

「
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
の
た
め
に
給
食
費
の
完
全
無

償
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
」
と
答
弁
し
た
。
し
か
し
、

学
校
給
食
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

学
校
給
食
法
第
11
条
に
「
食
材
費

は
保
護
者
の
負
担
で
あ
る
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
け
る
学
校
給
食
費
は
、

小
学
校
は
４
０
０
０
円
、
中
学
校

が
４
５
０
０
円
で
あ
る
。
平
成
28

年
２
学
期
か
ら
保
護
者
の
経
済
的

負
担
軽
減
と
定
住
化
促
進
を
目
的

と
し
て
、
児
童
生
徒
１
人
当
た
り

に
月
２
０
０
０
円
を
町
費
で
補
助

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
食

材
費
の
高
騰
分
に
つ
い
て
も
、
町

費
で
補
助
し
て
い
る
。

　
今
後
も
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ

つ
、
学
校
給
食
費
の
全
額
助
成
で

は
な
く
、
子
育
て
世
帯
の
一
環
と

し
て
、
さ
ら
な
る
助
成
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
６
月
議
会
で
の
答
弁
よ

り
も
後
退
し
て
い
る
と
思
う
。
各

地
で
、
食
材
費
に
つ
い
て
の
保
護

者
の
負
担
を
覆
し
て
、
既
に
多
く

の
自
治
体
で
給
食
費
の
完
全
無
料

化
が
実
際
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

�

給
食
業
務
の
委
託
等
は

何
か
考
え
て
い
る
か

　
　

�

業
者
の
選
定
は
今
後
協
議

　
　
　
　
今
問
題
に
な
っ
て
い
る

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
役
場
下
の

職
員
駐
車
場
隣
に
設
置
し
た
の
が

１
９
９
９
年
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
二
十
四
、五
年
で
、
実
際

上
、
運
営
で
き
な
い
よ
う
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。
多
く
の
ク
ラ
ッ

ク
が
発
生
し
、
す
で
に
新
た
な
用

地
交
渉
な
ど
、
具
体
化
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
食
育
の
在
り
方
、
業
者

へ
委
託
、
業
務
の
在
り
方
、
人
員

の
配
置
、
そ
し
て
地
元
食
材
の
活

用
な
ど
、
今
回
の
建
替
え
の
機
会

に
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
現
在
、
用
地
、
設
計
、

補
償
費
調
査
や
地
質
調
査
に
つ
い

宮 

地
町 

長
宮 

地

宮 

地
教
育
長

て
は
、
迅
速
に
そ
の
業
務
を
遂
行

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
調
理
員
及
び
配
送
員
の

業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
３

月
末
日
を
も
っ
て
３
年
間
の
業
務

委
託
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　
　

�

農
業
用
軽
油
に
対
す
る

減
免
の
制
度
の
周
知
を

　
　

�

町
の
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ

す
る
な
ど
検
討
し
た
い

　
　
　
　
農
業
用
軽
油

に
対
す
る
減
免
の
制
度

が
あ
る
。
リ
ッ
タ
ー
当

た
り
32
円
10
銭
で
あ
る
。

年
間
１
万
リ
ッ
タ
ー
使

う
と
こ
ろ
は
32
万
１
０�

０
０
円
分
軽
油
が
安
く

買
え
る
。
こ
の
制
度
を

多
く
の
農
家
に
知
ら
せ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
本
町
に
お
け

る
耕
作
証
明
で
、
軽
油

免
税
に
使
っ
て
い
る

農
家
は
何
戸
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
４
年
度
で
61
件
、
令
和
３

年
度
で
60
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の

周
知
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
農
業
者
が
利
用
で
き
る

免
税
手
続
を
知
ら
な
い
農
業
者
へ

周
知
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う

の
で
、
町
の
広
報
紙
等
で
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
検
討
し
た
い
。

宮 

地

農
業
委
員
会
事
務
局
長

宮 

地
町 

長

農業用軽油減免制度の周知を農業用軽油減免制度の周知を

Ｑ．
Ａ．現行のまま

学校給食費は
全額助成になるか
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２
期
８
年
間
の
集
大
成

に
つ
い
て
、
公
約
は
全
て
実
現
し

た
か
。

　
　
　
　

町
長
就
任
以
来
、
私
の

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、「
子
ど
も
に
夢
を
」、

「
若
者
に
ロ
マ
ン
を
」、そ
し
て「
お

年
寄
り
に
愛
を
」
の
３
点
を
重
点

に
推
進
し
て
き
た
。
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●�

各
小
中
学
校
の
管
理
職
住
宅
の

整
備

●�

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の

全
額
助
成

●�

給
食
費
の
月
２
０
０
０
円
の
助
成

●�

中
学
校
駐
車
場
整
備

●�

池
之
原
小
学
校
の
の
り
面
工
事

●�

柏
原
小
学
校
駐
車
場
整
備

●�

各
学
校
の
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
設
置
な
ど

●�

町
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
）

●�

え
が
お
給
付
金
の
単
独
助
成

●�

ア
マ
ビ
エ
商
品
券
発
行
事
業

　
ま
た
、
複
合
施
設
建
設
に
向
け

て
、
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

１
期
目
は
、
に
ぎ
や
か

タ
ウ
ン
雪
山
の
陥
没
事
件
、
２
期

目
に
、
地
方
創
生
の
裁
判
の
事
件
、

こ
の
前
解
決
し
た
元
職
員
の
賠
償

請
求
の
裁
判
、
１
期
目
、
２
期
目

は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

　
今
任
期
の
最
終
目
標
は
何
か
。

　
　
　
　

公
約
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
引
き
続
き
行
う
。

　
具
体
的
に
は
、
柏
原
海
岸
の
整

備
、
柏
原
児
童
館
跡
の
有
効
活
用

と
し
て
、
明
光
園
跡
地
や
町
営

プ
ー
ル
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
、
道
筋
を
つ
け
ら
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

　
複
合
施
設
は
、
建
設
の
基
本
構

想
、
基
本
計
画
の
策
定
が
始
ま
り
、

検
討
委
員
会
を
８
月
に
設
置
し
、

公
募
に
よ
る
町
民
は
２
名
の
方
に

委
嘱
し
て
い
る
。

　
　
　
　

来
年
の
町
長
選
挙
へ
の

立
候
補
表
明
が
６
月
の
新
聞
で
報

道
さ
れ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　
　

先
ほ
ど
申
し
た
事
業
や
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
　

�

優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、

給
与
等
の
処
遇
改
善
を

　
　

�

特
殊
勤
務
手
当
の�

支
給
を
検
討
し
た
い

　
　
　
　

今
年
の
職
員
採
用
試
験

に
お
い
て
、
募
集
し
た
職
種
、
募

集
人
数
、
受
験
者
数
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

今
年
度
は
、
土
木
専
門

職
１
名
、
社
会
福
祉
士
１
名
、
一

般
事
務
職
若
干
名
の
募
集
を
行
っ

た
。
12
名
の
応
募
が
あ
り
、
全
て

一
般
事
務
職
で
あ
る
。
９
月
17
日

に
一
次
試
験
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

で
き
る
だ
け
町
内
の
方

の
採
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
町
政
を
進
め
る
上
で
、
職
員
の

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
優
れ

た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
給
与

等
の
処
遇
改
善
が
必
要
と
思
う
。

　
　
　
　

職
員
の
力
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
本
町
の
よ
う
な
小
規

模
自
治
体
に
お
い
て
は
、
職
員
一

人
一
人
の
能
力
は
重
要
で
あ
る
の

で
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
た
い

と
常
々
願
っ
て
い
る
。

　
処
遇
、
特
に
給
与
の
面
で
は
、

基
本
的
に
国
家
公
務
員
に
準
じ
て

い
る
の
で
、
改
善
は
困
難
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
職
員
が
取
得
し
て

い
る
資
格
や
業
務
の
内
容
に
基
づ

い
た
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
、
調
査
研
究
の
上
、
検
討
し

た
い
。

　
優
秀
な
人
材
で
あ
れ
ば
、
定
員

管
理
計
画
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

定
数
条
例
の
範
囲
内
で
積
極
的
に

採
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

優
秀
な
職
員
を
採
用
す

る
に
は
、
手
当
が
多
け
れ
ば
、
職

員
の
士
気
も
高
ま
る
と
思
う
。
こ

れ
は
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

前 

田
町 

長
前 

田

町 

長
前 

田
町 

長
前 

田

前 

田
町 

長
前 

田
町 

長

前 

田

給与等の改善を望む給与等の改善を望む

前前
まえまえ
田田
だだ
　　隆隆

たかしたかし
 議員 議員

YouTubeYouTube

Ｑ．
Ａ．子ども・若者・お年寄りに各施策を実施

公約の実現度は
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給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
を
決
定

　

８
月
９
日
に
東
串
良
町
学
校

給
食
共
同
調
理
場
（
通
称
：
給
食

セ
ン
タ
ー
）
の
改
築
に
関
し
、
執

行
部
か
ら
概
要
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
８
月
18
日
に
議
会

は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
８
月
21
日
に
開
か

れ
た
臨
時
会
で
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
築
に
伴
う
用
地
費
と
測

量
設
計
監
理
業
務
委
託
料
等
の

予
算
（
４
５
１
０
万
円
）
が
提
案

さ
れ
、
賛
成
７
人
、
反
対
２
人
で

予
算
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
現
状

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
11
年

度
に
施
工
さ
れ
築
年
数
24
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
役
場

庁
舎
か
ら
北
西
側
に
あ
り
、
周
辺

に
は
職
員
駐
車
場
と
水
田
が
あ
り

ま
す
。

　

９
日
の
執
行
部
に
よ
る
説
明

で
は
、
建
物
内
外
に
多
数
の
ク

ラ
ッ
ク
（
ひ
び
割
れ
や
亀
裂
）
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
地
下
配

管
施
設
内
の
ク
ラ
ッ
ク
と
一
部
陥

没
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
の
内
容

で
し
た
。

　
ま
た
、
経
年
劣
化
に
よ
る
故
障

や
今
後
見
込
ま
れ
る
修
繕
箇
所

の
概
算
、
建
物
内
部
の
改
善
が
必

要
な
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
多
数
の
ク
ラ
ッ
ク
は
軟
弱
地
盤

の
た
め
発
生
し
て
い
る
の
か
ど
う

か
の
究
明
や
地
盤
改
良
は
建
物

が
あ
る
以
上
、
容
易
に
で
き
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
表
１
に
は
、
こ

れ
ら
の
調
査
費
や
改
良
費
等
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

め
る
も
の
で
す
。
一
審
の
鹿
児
島

地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
町
に
約

２
５
０
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
る

も
の
で
し
た
が
、
町
は
言
い
渡
さ

れ
た
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

と
し
て
控
訴
し
ま
し
た
。
二
審
の

福
岡
高
等
裁
判
所
宮
崎
支
部
の

判
決
は
、
控
訴
を
棄
却
す
る
も
の

で
し
た
。
三
審
は
最
高
裁
判
所
へ

の
上
告
と
な
り
ま
す
が
、
町
は
上

告
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
二
審
の
判
決
が
確
定
し
、

原
告
の
勝
訴
と
な
り
ま
し
た
。

【
判
決
の
内
容
】

　
町
は
２
５
２
万
４
９
０
５
円
と
、

こ
れ
に
対
す
る
令
和
３
年
８
月
５

日
か
ら
支
払
い
済
み
ま
で
の
年

３
％
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
原
告

に
支
払
い
な
さ
い
。

【
議
会
の
対
応
】

　
二
審
の
判
決
後
、
７
月
18
日
の

全
員
協
議
会
に
お
い
て
裁
判
の
経

過
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
原
告
か
ら
の
請
求
が
届
き
次

第
、
早
急
に
支
払
い
た
い
と
の
内

容
か
ら
専
決
処
分
に
よ
る
対
応

を
了
承
し
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
賠
償
金
等
の
支
払
い
の
た
め

予
算
を
専
決
処
分
し
た
旨
の
説

明
が
あ
り
、
承
認
し
ま
し
た
。

▼
臨
時
会

　
臨
時
会
の
審
議
で
は
、
場
所
を

変
え
て
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
て
直

す
の
か
ど
う
す
る
の
か
を
判
断
す

る
も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

反
対
討
論
２
人
、
賛
成
討
論
２
人

の
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
予

算
は
起
立
採
決
に
よ
り
賛
成
多

数
で
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
建

設
費
用
の
予
算
は
次
年
度
以
降

に
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

元
再
任
用
職
員
の
裁
判
は 

町
が
約
２
６
７
万
円

支
払
う
こ
と
で
決
着

　
一
連
の
経
過
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
裁
判
の
当
事
者
】

（
被
告
）
東
串
良
町

（
原
告
）
町
の
元
再
任
用
職
員

【
裁
判
の
概
要
】

　
被
告
が
、
原
告
の
再
任
用
の
任

期
を
更
新
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
裁
判
が
あ
り
ま
し
た
。
訴
訟
の

内
容
は
、
町
に
給
与
の
逸
失
利
益

（
約
３
３
０
万
円
）
の
賠
償
を
求

（表１）今後必要とされる修繕箇所・費用
修繕箇所 金　　額

浄化槽（７月に故障し、応急対応） 2,600万円 
屋根（６月の豪雨にて、大量の雨漏り） 3,500万円
調理場床（つぎはぎだらけで、業務に支障） 2,500万円
炊飯施設、和え物室（増築） 1,500万円
配管、ボイラー（耐用年数を大幅に超過し、修繕も増加） 3,000万円
南北プラットホーム庇修繕、エアカーテン等 2,000万円

計 1億 5,100万円

建設予定地（中学校の体育館近く）建設予定地（中学校の体育館近く）

中学校グラウンド中学校グラウンド

討 

論

反　対

小
川　
原
因
究
明
の
調
査
が
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
対
処
の
方

法
も
検
討
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。

瀨
戸
山　

学
校
給
食
の
あ
り

方
を
訴
え
る
べ
き
。

賛　成

上
園　
安
全
安
心
な
食
の
提
供

の
た
め
、
一
日
も
早
く
改
善
を
。

前
田　
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
で
き

な
い
時
は
、
弁
当
を
持
た
せ
る

な
ど
保
護
者
に
負
担
が
か
か
る

の
で
、
早
急
に
つ
く
り
替
え
を
。
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《作成について》
・�左記は陳情書の様式例になります。
・�請願書については、紹介議員の署名又は記名押印が必
要です。また、件名「○○○○○についての陳情書」の
陳情書の部分を請願書として作成してください。
・�陳情者の住所を記載し、署名または記名押印してください。
・�法人の場合には所在地とその名称を記載し、代表者が
署名または記名押印してください。
・�陳情者が複数の場合は、その代表を明記してください。
・�陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。
・�陳情書は１件ごとにその趣旨を簡明に記載してください。
また、必要によっては地図や写真等を添付してください。

《提出について》
・�陳情書は議会事務局でいつでも（開庁日）受け付けています。
原則、受付日以降に開会される定例会で取り扱われます。
・�定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）あります。
※�ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。
（☎６３－３１３２）

請願・陳情のしかたについて
　町政についての要望や希望などを、請願書や陳情書として町議会にどなたでも提出する
ことができます。請願は、１人以上の紹介議員（署名又は記名押印）が必要ですが、陳情
は紹介議員は必要ありません。

○年○月○日

東串良町議会
　議長　○○○○　様

（陳情者）住所　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　（印）
電話番号　　　　　　　　

件名　○○○○○についての陳情書

【趣旨】

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

みなさんからの意見
クイズの解答と一緒に寄せられた意見を紹介します。

　マルマリン（管理棟）で
飲み物＋町内の生産者の
ピーマン、きゅうりなど
販売したら、ドームハウ
ス泊の売り上げにつなが
るのでは？

（67歳 女性）

　買い物に行くときタクシーを
使えると聞いたことがあります
が、どのような手続きが必要で、
どこからどこまでが、どのくら
いの金額になるのかを知りたい
と思う町民が多いのではないで
しょうか？

（67歳 女性）

　いつも町民のことを考え議論
してくださってありがとうござ
います。東串良町に引っ越して
よかったとつくづく思います。
商品券の100％割増も嬉しいで
す。学校給食費の全額助成ぜひ
検討お願いします！！♡

（38歳 女性）

みなさんからいただいた意見は、今後、協議や調査を行い、町当局に提言や要望をしていきます。
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議会だよりクイズ　第25弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま

でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、

議会へのご要望など
　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書

カードをお送りします。
●�しめきりは、令和５年１２月１1日（月）です。（当

日消印有効）
●�あて先
　�〒893-1693　東串良町川西1543 

東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で

掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第24弾の答え
問題　�町内に信号機（点滅信号も含む）のある交差

点は、いくつあるでしょうか。
答え　②８か所
応募総数４通、正解者２人、正解者２人に図書カードを
進呈しました。（川東・67歳・女性）、（新川西・67歳・女性）

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト（自作に限る）・・・・・・・・・・・など
【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【応 募 先】〒893-1693 東串良町川西1543番地  東串良町議会事務局
　　　　　 メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com
【しめきり】令和６年１月10日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くしら」
に採用された方には、
図書カードをお送りし
ます。

●�応募作品は、第160号
（２月発行）で掲載する
予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか
１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。

本町でピーマンの栽培が始まっ
たのは、いつ頃でしょうか。

①昭和30年代
②昭和40年代
③昭和50年代
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輪
和
話
の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わ

別
府
原
老
人
ク
ラ
ブ
の�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

チ
ー
ム

　

今
回
は
、
別
府
原
老
人
ク

ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
か

ら
10
年
ほ
ど
前
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
が
流
行
り
始
め
た
と

き
、
健
康
の
た
め
に
と
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
約
25
名
の
現
役
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
「
ひ
ろ
が
り
」
や

「
つ
な
が
り
」
を
伝
え
る
目
的
で

企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け
て
『
輪

和
話
の
ひ
ろ
ば
』
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
、
も
っ
と
議
会
だ
よ
り
を

身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば

取
材
に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練

習
は
週
に
２
回
、
夏
場
は
１
回

の
頻
度
で
行
っ
て
お
り
、
仲
間

の
打
球
を
見
な
が
ら
「
あ
い
た
。

も
う
ち
っ
と
、
こ
っ
ち
や
っ
た

な
ー
。」
と
一
緒
に
残
念
が
っ

た
り
、
褒
め
合
っ
た
り
、
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
休
憩
中
は
、
最
近
の

出
来
事
や
近
況
を
仲
間
と
話
を

す
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の
楽
し

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
下
園
勝
敏
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
の
た
め
練

習
と
仲
間
づ
く
り
を
頑
張
り
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

～
ひ
と
こ
と
～

　
暑
い
中
、
町
の
練
習
場
で
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

る
た
び
に
感
動
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
取
材　
西
園　
貞
美
）

和気あいあい練習しています和気あいあい練習しています⛳⛳

練習でも正確なスコアを記録練習でも正確なスコアを記録✍✍

編
集
後
記

　

初
当
選
後
の
議
員
の
活
動
は
、

全
て
が
新
鮮
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い

で
す
。
９
月
議
会
は
、
６
月
議
会

よ
り
も
会
期
が
長
く
、
19
日
間
で

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
と
、
４
年
度
の
決
算
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
執
行
部
よ
り
提

出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
歳
入
歳
出

決
算
書
及
び
主
要
施
策
の
成
果
説

明
の
審
査
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
査
を
終
え
、
議
会
は
執
行

部
に
対
し
、
評
価
す
る
点
16
項
目

と
、
14
項
目
の
政
策
的
提
案
を
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
複
合
施
設
建
設

計
画
と
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
に
つ

い
て
、
町
長
や
教
育
長
に
対
し
、
現

状
や
考
え
方
、
進
め
方
な
ど
疑
問

点
を
質
す
議
員
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

私
も
議
員
と
し
て
５
ヶ
月
が
経

ち
、
９
月
議
会
で
は
初
め
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
議
会

の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
今
後
は
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
、
議
員
全
員
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。上

池　
勝
彦

表紙の案内

　表紙は、地域おこし協力隊の荒
あら

井
い

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

さん（横浜市
出身）です。取材をしたこの日は、肉用牛定休型ヘルパ
ー組合員と共に川路さんの牛舎の手伝いをしていました。
　現在、荒井さんは肉用牛定休型ヘルパー組合と共に登
録農家さんの飼養管理やロール運び、田植え、牛舎床替
えなどの手伝いをしています。
　東串良町に来るまでは、農業とは全然無縁でしたが、
今、農家の方々と営農活動に従事し、休日は、筋トレと
ランニング、登山を楽しんでいます。
　荒井さんは、「人手不足の中、ヘルパー組合は大変貴
重です。御理解、応援よろしくお願いいたします。」と
のことです。


